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リサーチと実験から見つけた繊
維の新たな可能性　〜第2・3回
ワークショップ〜
「繊維」をテーマに3つのスタジオが新たなプロジェクトを生み出す

XSTUDIO。第1回ワークショップでは、パートナー企業の事業内容や

強みを理解するところからスタートし、それぞれのスタジオがリサー

チや実験を進めながら、メンバー間のコミュニケーションを重ねまし

た。2018年10月と11月に行われた第2回・第3回ワークショップで

は、再びメンバーたちが福井に集合。各スタジオの大きな方向性を見

定めながらも、手を動かし議論を重ねて、まずはひたすら可能性を探

ります。新たな分野への興味や関心が生まれるごとに、見たことのな

い地平が広がっていきます。

距離を感じさせない濃密なコミュニケーション

前回のワークショップから約1か月、XSTUDIOのメンバーは福井、大

阪、東京などと離れていながらも、濃密なやりとりが繰り広げられて

いました。
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オンラインではプロジェクトの進捗や気づいたことを発信し合い、と

きには実際に集まってリサーチに赴くなど、この期間にもさまざまな

アップデートがあったようです。

チャットツールやtumblrなど使いやすいツールを、それぞれのオンラ

イン交流の場に設定した3スタジオ。気になった写真を貼り付けたり、

アイデアをメモしたり、リサーチの成果をシェアしたり。その合間

に、さまざまな試作品が立ち上がり、展開されました。アイデアがア

イデアを呼び、一人の試作がたくさんのフィードバックを呼んで新た

なプロトタイプにつながっていきます。

繊維との出会いを生み出すプラットフォームづく
り

STUDIO Aでは前回、生地のサンプルに表示されているタグの項目を

見直し、「繊維業界以外の人たちも新しい生地と出会えるようなコミュ

ニケーションのあり方」をテーマに定めました。

C
O

N
TAC

T

http://#


▲手にしているのが従来の生地サンプル。繊維業界以外の人が見ても

ワクワクして、何か作りたくなるような形って、どんなものでしょ

う？

 

その足がかりとして、最初の1か月はリサーチに集中したSTUDIO A。

繊維に関する論文のリサーチをはじめ、繊維の展示会に足を運び、繊

維業界にゆかりのある人へのインタビューも積極的に行いながら考察

を深めました。そのかたわら、自分たちの活動を知ってもらうための

名刺的なツールとして、STUDIO Aの最初の１か月の活動をまとめた

フォトブックを制作。

▲STUDIO Aの活動を紹介するフォトブック
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生地との新たな出会いをワクワクするものにし、専門家でなくても気

軽に使えるツールとは一体どんなものか。アイデアの１つとして出て

きたのが、持ち運びができるサイズの「生地の見本帳」。試作を進めな

がら、素材や織りの設計、風合いの伝え方についても試行錯誤してい

ます。

▲持ち運びしやすいポータブル型の見本帳を試作

 

▲大手家具量販店の売り場も参考になったようです

 

なかでも、STUDIO Aが大切にしているのは、背景の伝え方。一見

「単なる布」であっても、その布にまつわるストーリーを知ることで

C
O

N
TAC

T

http://#


大きな価値が生まれます。この生地の何がすごいのか、何が面白いの

か、人それぞれ魅力的に感じるポイントは異なるもの。だからこそ、

実際に繊維の魅力を体感してもらう場の必要性が生まれてきました。

これって何かに似てるかも……とスタジオ内でリサーチ対象に挙がっ

たのは、なんと「ワイナリー」。繊維や生地における肌ざわりと同様、

主観的な感覚である「味覚」を、徹底したパラメータ化によって客観

的に表現し、使われるブドウの品種や栽培方法、樽や醸造方法などの

要素も合わせてグローバルに共有する仕組みが成立しているワイン業

界。また、ワイン好きにとっては生産者を訪れて現場を肌で感じるこ

とも大きな喜びです。そんな状況を繊維業界にもつくれたら、好きな

布の源流を求めて使い手が産地を訪ねたり、思わず布について語りた

くなるような体験が生まれてくるかもしれません。
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繊維以外の専門を持つメンバーたち自身が、繊維のプロであるパート

ナー企業の仕事と出会った時の感動を大切に、ツールや空間など、生

地の魅力をさまざまな角度から入れる入り口づくりを通して、

STUDIO Aは多くの人と繊維業界をつなげるプラットフォームづくり

に乗り出しています。

個別のプロジェクトが同時多発的に進行中！

STUDIO Bでは、パートナー企業・ジャパンポリマーク社の圧着技術

に着目し、さまざまな分野に応用する「ハイパーリンク」の可能性を

探りながら、リサーチを進めていました。
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ワークショップではジャパンポリマーク社の久保浩章社長もディスカ

ッションに加わっていただきながら、圧着技術の可能性についてもさ

らに深掘りできたようです。

▲「自社の技術がどんな風に活かされるのか、楽しみです」と、地

元・福井への愛が人一倍強い久保社長

STUDIO Bではいくつかのプロジェクトに分かれて動いています。そ

の一部をご紹介しましょう。
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一つ目が「提灯（ちょうちん）」プロジェクト。福井のまちにおける景

観の統一性や美意識を高めたいという想いから生まれたアイデアで

す。ジャパンポリマーク社の圧着技術を使い、地元の産業や文化とも

結びついた、「繊維の提灯」をまちのなかに取り入れると、今まで以上

に福井らしさが光る景観が生み出せるかもしれません。

▲ダブルラッセルという生地を使った提灯の試作

 

もう１つが「2914649（フクイヨロシク）」プロジェクト。福井の郊外

では電灯のない道路もあり、夜道を歩くのが怖い、というメンバーの

話から着想を得たアイデアです。ジャパンポリマーク社の技術の１
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つ、「再帰性反射素材」のマーキングを使い、車のライトなどが当たる

ことで光が反射し、安全性を高められるようなプロダクトを考えてい

ます。

例えば、まちなかで目にする「飛び出し注意の看板」。昼間は注意をひ

きますが、夜になるとまったく見えなくなってしまいます。こちらも

再帰性反射の素材を貼りつけることで、ご覧の通り。

▲右の看板にご注目。光を当てると……
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▲ピカーン！　これなら夜道でも目立ちますね

 

再帰性反射の素材は道路だけでなく、例えば田畑に立っている「かか

し」に貼りつけたり、キャンプで夜テントのペグやロープに足を引っ

掛けないようにしたりなど、さまざまな分野に活かすことができそう

です。

STUDIO Bではこのほかにも複数のプロジェクトが進行中。まだまだ

試作を続けていきます。

レースの「よさ」を引き出す地組織に着目

前回のワークショップで自分が「いいな」と感じた生地を持ち帰り、

各自で実験を繰り返していたSTUDIO C。約1か月の間でそれぞれの実

験から生まれたものが持ち込まれました。レースを取り入れた絵本や

のれんのようなものやランプシェードのようなものまで、大小さまざ

まです。メンバーのデザインで、パートナー企業・荒川レース工業の

荒川拓磨さんと職人さんが試作したオリジナルのレース生地も登場し

ました。
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▲レースの設計から携わることで、レースづくりの流れを体感

 

▲「レースを身近に感じてほしい」と絵本を制作
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▲これは……クマでしょうか

 

さらにどんなところにレースの「よさ」を感じるのか、メンバーたち

の感覚や体験をtumblrに記録。すべて並べてみると、膨大なアーカイ

ブとなっていました。

2回目のワークショップでは、再びパートナー企業・荒川レース工業の

現場を見学。初回の見学では、レースの複雑な生産過程をにわかにと

らえられなかったメンバーたちですが、それぞれがレースに向き合う

１か月の経験を経たことでベースの知識もある程度でき、新たな気づ

きや学びを得ることができたようです。
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そのなかで、STUDIO Cが着目したのは「地組織」という部分。本来

はレースの柄と柄の間にある目立たない部分ですが、地組織があるか

らこそ、 “空気を編む”ようなレース独特の風合いや空間のあいまい

さ、気配といったレースの「よさ」を引き出しているのではないかと

いう考察が生まれました。

▲レースの柄と柄の間を構成する地組織

 

「地組織」という共通の「よさ」にふれたことで、１つの方向が定ま

ったSTUDIO C。さらに「暮らしに寄り添うレースを増やしていきた

い」という荒川レース工業の想いと地組織を組み合わせた新たなプロ
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ダクトも試作中です。

XSTUDIOも折り返し地点を過ぎ、各スタジオの進む道が少しずつ見え

てきました。ここからまた最終ワークショップに向けて、どのように

アイデアが広がっていくのでしょうか。次回もどうぞお楽しみに！

text：石原藍　photo：片岡杏子

 いいね！ 0
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Related article 関連記事
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人の流れと営みを、地域に息づかせる力とは　
XSTUDIO福井プレゼンテーション・エキシビジョ
ン　〜後編〜

NICCA イノベーションセンターで行われた「XSTUDIOプレゼンテー
ション／福井」。前編では、繊維をテーマにした各スタジオの発表の様

人の流れと営みを、地域に息づかせる力とは　
XSTUDIO福井プレゼンテーション・エキシビジョ
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ン　〜前編〜

2019年2月9日、「XSTUDIOプレゼンテーション/福井」がNICCA イノ
ベーションセンターで開催されました 会場には 関係者を含め300

非合理を選ぶ、合理性もある。地域をこえたプロジ
ェクトから見えてきたこと　〜XSTUDIO 東京プレ
ゼンテーション／ラウンドトーク〜

2019年1月27日（日）、東京ミッドタウン日比谷　BASEQで開催した
XSTUDIO 東京プレゼンテーションは、メンバーや関係者を含めて

速報！　XSTUDIO東京プレゼンテーション　イベ
ントレポート
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MORE >
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MORE >
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2019年1月27日（日）、「東京ミッドタウン日比谷 BASEQ」にて
XSTUDIO 東京プレゼンテーションが開催されました。メンバーや関
係者を含めてなんと200人以上…

発表会まであと少し！　それぞれがつくりたい繊維
の未来とは？　〜最終ワークショップ〜

2018年9月から始まったXSTUDIOも早いもので、12月の最終ワーク
ショップを迎えました。3つのスタジオは「繊維」というフィールド
で、それぞれまったく異なる方向を見…

あのプロジェクトは今……！？　1期生・2期生が
歩み続ける道のりを紹介！　〜
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XSCHOOL/XSTUDIOオープントーク〜

XSTUDIO第2回ワークショップ1日目の夜には、XSCHOOL1期・2期

東京1月27日（日）、福井2月9日（土）、 プレゼン
テーション・展示が開催決定！

福井の文化や風土を紐解き、社会の動きを洞察しながら、全国から集
まる多分野のメンバーと地元企業が、新たな価値や事業の種となるプ
ロジェクトをともにつくるXSTUDIO。福井…

繊維をテーマにともに考えるXSTUDIOがスター
ト！　〜第1回ワークショップ・後編〜
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さらに読み込む

MORE >
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MORE >

9月23〜24日に行われたXSTUDIO第1回ワークショップ。前編では、
福井の文化や風土、繊維業界のこれまでを紐解くさまざまなセッショ

様子をご紹介しました 後編は各

繊維をテーマにともに考えるXSTUDIOがスター
ト！　〜第1回ワークショップ・前編〜

福井を舞台に、新たなプロジェクトを生み出すXSTUDIOがついにはじ
まりました。昨年までのXSCHOOLは受講生が3人1組で進行しました
が、今年度はスタジオ形式で展開。…

事業名 福井とつながる対流拡大事業  主宰 福井市
協力
国立大学法人 福井大学 産学官連携本部、公立大学法人 福井県立大学 地域連携本部、株
式会社福井銀行、株式会社福井新聞社
運営 株式会社福井新聞社、株式会社デザインスタジオ・ビネン
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